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発明家であった⼯楽松右衛⾨はその技術⼒で地元⾼砂にもつくした 
 
本⽇の神⼾新聞に「⼯楽家⽂書調査報告、⼟⽊技術 まち整備にも」という記事が載った。
この記事のポイントは次のようである。 
 
⼯楽（くらく）家が培った⾼い⼟⽊技術が新⽥開発や港湾整備などの兵庫県⾼砂のまちづく
りに⽣かされていた。その経緯が今回の調査で初めて明らかとなった。現在のカネカ⾼砂⼯
業所⼀帯の海を姫路藩の命を受けて 1817 年から約 10 年かけて埋め⽴て、新⽥開発を⾏っ
た。⾼砂の港の整備も進め、⼯楽家は３代にわたってまちの整備につくした。 
 
神⼾新聞 ２０１９年６⽉６⽇ 

 
 
 
 



⼯楽松右衛⾨（１代⽬、Wikipedia） 
 
⼯楽 松右衛⾨（くらく まつえもん、寛保 3 年（1743 年） - ⽂化 9 年 8 ⽉ 21 ⽇（1812 年
9 ⽉ 26 ⽇））は、⽇本の江⼾時代における発明家、実業家。 
現在の兵庫県⾼砂市に⽣まれ、兵庫（現在の神⼾市兵庫区）で廻船業を経営するかたわら、
帆布（松右衛⾨帆）を発明し、築港⼯事法を考案して、択捉島の埠頭や箱館のドックを築造
した。これらの業績によって、⽇本の海運を⽀えた。⾼砂神社に松右衛⾨の銅像が建てられ
ている。 
 
⾼砂神社に建つ銅像               ⼯楽邸 今は⽴派に復元されている 

 
 
 
 
新聞記事には「藩の命を受け」とある
が、これは当時の姫路藩の家⽼・河合
道⾂（隼之助、⼨翁）からの命を受け、
と⾔うことである。書籍「河合⼨翁」
には、⼨翁が⼿がけた⼀番最初の仕
事として新聞記事を遡ること７年、
1810 年に⾼砂港を築くと記されてい
る。 
 
右の表は、その書籍「姫路藩の名家⽼ 
河合⼨翁 藩政改⾰と⼈材育成にか
けた⽣涯」（熊⽥かよこ、2015 年）よ
りの抜粋である。 
 
 


